
進駐軍は鳥取で
なにをしていたか
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西村芳将



３
種
類
の
進
駐
軍

実行部隊
Tactical Troop
武装解除と治安維持を任務として上陸した実践
部隊（陸軍・空軍）

軍政部
Military Government Unit 
(team)
占領政策の地方レベルの進捗を監視。弁護士・
退役軍人などの文官が多い。米第8軍司令部に月
例報告書を提出（→占領期の鳥取を学ぶ会で解
読中）

情報部（対敵諜報部）
Counter Intelligence Corps
占領政策遂行の障害となる事項を探査した諜報
部隊。日系人を多数登用。



21.

？

英
連
邦
軍
情
報
部

20.
10-

？
米
軍
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部

米子

旧海軍美保航空基地

※他に英印軍食糧供給部（米子永興産業）、鉄道管理部（RTO、鳥取駅・米子駅）あり

鳥取

S20.10-
米第6軍第10軍団第24師団
第21連隊約200名

S21.5-21.8
英連邦インドパンジャブ
第１連隊第５大隊

S20.11-
米第6軍第10軍団第24師団
第3聯隊160名

S21.5-
英空軍（RAF）第11飛行中隊
英空軍第17飛行中隊
英連邦インド空軍（RIAF）第4
飛行中隊

S21.2-6
鳥取
軍政中隊

S21.7-24.6
鳥取軍政部

インド独立
S22年8月帰国

中部47部隊（岩倉兵舎）

S23.4-
第34オーストラリア歩兵旅団

23年5月7日
米軍に引渡し

24.7-11
鳥取民事部

教育会館

県庁・宣教師邸

西町木村邸

二ノ丸

実行部隊

軍政部

情報部

？-

？

英
空
軍
第
22
憲
兵
隊

米子経済部

11/30 府県民事部廃止
（地区民事部へ）
12/31 第8軍民事部
→GHQ内民事局

鳥取大学学芸学部などに払下げ

鳥取県に進駐した部隊



占領管理機構図

軍政の指揮
命令系統

情報の指揮
命令系統



米第10軍第24師団
第21連隊（鳥取）、第３連隊（米子）
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進駐軍の部隊変遷



1943.1.22設置、1943.1.25動員、1943.2.7前方部隊がカリフォルニアからブリ

スベーンに到着、1943.2.13前方部隊がブリスベーン郊外のコロンビアに司令部

開設、1943.4.30第6軍司令官・参謀がアラモ軍の司令官・参謀を兼ねる、

1943.12.15～1944.2.10ニューブリテンとサイドール（Saidor）攻略、

1944.2.29～5.18アドミラルティ（Admiralty）諸島攻略、1944.4.25～8.25ホラ

ンディア--アイタペ（Hollandia-Aitape）作戦、1944.5.17～9.2ワクデ--トエ

ム（Wakde-Toem）地区掃討、1944.5.27～8.20ビアク（Biak）攻略（1944.5.20

～8.20）、1944.6.16第6軍司令部とアラモ軍司令部をホランディアのホレカン

グ（Hollekang）に開設、1944.9.15～10.4モロタイ戦、1944.9.25アラモ軍解散、

1944.10前方部隊の司令部をレイテへ移動、1944.10.13ミンドロ南西部攻略のた

め西ビサヤ任務部隊（Western Visayan Task Force）設置（1945.2.1第8軍の下

で解散）、1944.10.17～12.25レイテ戦、1944.10.24サン･ホセ（タルコバン

（Talcoban）飛行場附近）に司令部開設、1944.11.1レイテのタナウアン

（Tanauan）に司令部開設、1944.12.15～31ミンドロ戦、1944.12.26レイテ−サ

マールの部隊の指揮を第8軍に引き継ぐ、1945.1.1ミンダナオの部隊の指揮を第

8軍に引き継ぐ、1945.1.9～6.30ルソン戦、1945.7.1ルソンの部隊の指揮の責任

が第8軍に移る、1945.9.25司令部が和歌山上陸、京都に司令部開設、富山県・

岐阜県・愛知県・静岡県以西の西日本を占領、1946.1.26京都で動員解除。

太平洋戦争における米第６軍の戦歴



昭和16年10月1日ハワイ師団をもとに編制。16年12月8日

真珠湾攻撃で師団司令部が攻撃を受ける。17年までオアフ

島北部防衛を担当。18年オーストラリアに移動。19年

ニューギニアで日本軍と戦闘、制圧。19年から20年にかけ

てフィリピンのレイテ・ルソン・ミンダナオ島等で日本軍

と戦闘。飛行場を制圧。ミンダナオのパトロールを継続。

20年10月22日 師団将兵１万2,000人が愛媛県松山に進駐し、

司令部を愛媛県立図書館におく。

10月28日 先遣隊情報官ラスボン中佐一行6名米子到着。県

内巡視（県庁、飛行場、道路、港湾、大山）11.6離県。

10月29日 第21歩兵連隊オスボン少佐以下197名が鳥取駅に

到着。事務所を県庁内、宿舎を岩倉兵営におき占領業務を

開始。

第24師団の師団章
タロイモの葉

第10軍団第24米歩兵師団の鳥取進駐



出典：丸の内中央法律事務所
の事務所報弁護士堤淳一氏執
筆「進駐軍が街にやって来
た」（平成27年8月1日）
http://www.mclaw.jp/column/
tsutsumi/column036.html

米軍の司令部所在地

第６軍

第８軍

第10軍団

占領初期
第６軍西日本／第８軍東日本
↓
昭和21年1月
第６軍動員解除／第８軍日本全土



初の鳥取進駐部隊オスボーネ少佐
以下198名の将兵は特別仕立の列
車で27日午後□時15分鳥取駅着来
鳥し、駅頭に出迎へた伊藤参謀、
樺山警察部長、吉村市長等に軽く
会釈してから駅長室に入り、酒井
通訳官を通じて武器接収の打合を
行った後将校は乗用車で、下士官
はバスに分乗、はるばる持ってき
たジープ2台を従へて宿舎四十七
部隊に回った。県で最初将校用宿
舎として観光ホテルを準備してい
たが、少佐以下はこれを謝絶し
「だが兵営は非常に汚いから」と
勧めるのを強って拒り兵と同一宿
舎に入った。

進駐軍二百名が昨日鳥取入
り／駅頭に沸く朗かな爆笑
（日本海新聞 昭和20年10月30日付）

２４歩兵師団の
鳥取進駐



紳士的な米進駐軍の態度
鳥取の第一夜
（日本海新聞昭和20年10月31日付）

廿九日来鳥した初の米進駐軍アス
ボーネ少佐以下百九十八名の一行
は一先づ四十七部隊に引上げたが
県側の懇切な招請に謝意を表し将
校十余名は夕刻観光ホテルに入り
応接間で煎茶をすすりながら足腰
を伸して永の旅の疲れを休めた。
給じする女中のキモノを眺めて
「とても美しいね」と賛美の声を
放ち土産に買って行きたいと洩し、
倉光総務課長から「ちゃんと用意
してゐるが、四、五日待って下さ
い」と聞いて大喜びだった。（中
略）覇者に往々にしてありがちな
傲慢粗暴の風はチリほどもなく、
飽くまで謙虚で紳士的な彼等だっ
た。鳥取の人たちも戦時中宣伝さ
れた悪印象をサラリと捨て、自由
の戦士たちを迎へるべきであらう

２４歩兵師団の
鳥取進駐



新聞記事に現れた「進駐軍」
公文書館ホームページで見だし検索可能！

買い物風景

吹っ飛んだ杞憂

朗らかな爆笑

中北條の軍施設接収

進駐軍協力隊



進駐兵は裾模様がお好き

進駐軍もカニは大好き

進駐兵慰安所

米子に160名進駐

クリスマス招待鳥取市が進駐軍幹部を

進駐軍の演劇検閲

進駐軍から鳥取署に警告

進駐軍慰安特殊施設協会設立

鳥取市民に進駐軍から注意

英印軍鳥取にも進駐
5月中旬にパンジャツブ部隊が



英印第１パンジャブ連隊
第5大隊
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野球試合進駐軍対鳥取一中

米在鳥進駐軍 英印軍と交替

南国情緒豊かに後進絵巻を公開

英印軍MP治安維持に出勤

英印軍師団長来鳥

牛馬を虐待せぬよう

進駐軍専用車にのらぬよう

倒すな道路標示板



英
連
邦
軍
進
駐
後
の

占
領
地
域
区
分

出典『占領下日本における部隊配備
と占領軍家族住宅の様相』村上しほ
りほか



英
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出典：千田武志『英連邦軍の日本進駐と展開』



英連邦軍進駐後
のＧＨＱ組織

第268インド
歩兵旅団



日本占領に参加した英印師団

編制 第５イギリス歩兵旅団＋第268インド歩兵旅団

司令官 D･T・コーワン少将

司令部 岡山

第268インド歩兵旅団配下の部隊

旅団司令部（松江）

第１パンジャブ連隊第５大隊（ビルマ戦線で活躍）→鳥取

第５ロイヤル・グルカ・ライフル隊第２大隊（同）→岡山

マハラッタ軽歩兵隊第１大隊（イタリア戦線）→浜田

上陸経路 S21.4.29ボンベイ発の輸送船団で5月19日呉港着



英連邦インド
パンジャブ第１連隊第５大隊

英印軍「東洋の海に浮かぶイギリスの兵舎」＝イン

ド大陸の治安維持、英領国境防衛、大英帝国拡張の

起点。前身はイギリス東インド会社の旧マドラス軍。

1857年の第一次インド独立戦争の後にイギリスに

よって創設。将校はイギリス人（インド人将校も少

数あり）。第一次、第二次大戦で海外派兵。（アフ

ガン戦争、エジプト出兵など）

1944年、鳥取の郷土部隊「歩兵第121連隊」はビルマ

の戦いに参加。英印軍と戦闘し敗退。歩兵第121連隊

史の名称は『渦巻くシッタン』。

第１連隊徽章
タロイモの葉



1946年5月31日付日本海

英印パンジャブ第１連隊第５大隊の鳥取進駐

初めてみるアラビアンナイト宛らの夢の如き
南国情緒に市民は奇異と歓呼の声を送った



旧岩倉兵舎で英連邦
ノースコット総司令
官と握手を交わすパ
ンジャブ第1連隊第5
大隊長のカーン隊長

英連邦軍新聞s21.6.29



英連邦軍新聞s21.11.14
英連邦軍総司令官が
パンジャブ第１連隊
第５大隊のハザレダ
ンスを観覧



英連邦軍新聞s21.12.20（左）、24（右）

皇居前広場での警備の交代をするパンジャブ第１連隊第５大隊と米軍第27
連隊（左）、共同警備の準備をするパンジャブ第１連隊第５大隊・米軍第
２７師団第２５連隊第１中隊（右）



英連邦軍新聞s22.2.4
雪の鳥取連隊運動場
（playground）

“drillground”
（練兵場）をもじっ
ている？

「映画ではコーンフ
レークを使うそうだ
が、鳥取の雪は本物
だ！」



英連邦軍新聞
s22.2.20
S21.2英連邦軍統治開始一周年を
記念する誌面「BRINDIV STORY」

連隊ごとに一年間の活動を紹介



パンジャブ第１連隊第５大隊
大隊は5月18日呉港着。すぐに鳥取に移動し、

米軍が一部を使用していた荒廃した兵舎に駐
屯。6月1日に軍旗交代の合同式典を行う。
5月30日軍楽隊と旗を用いて鳥取市内を6マ

イルの行進。続く３ヵ月で山がちの鳥取県全
域をパトロール。
6月17日英連邦軍司令官ノースコットの視

察を受け、11月には新司令官ロバートソンと
英印軍司令官の査察を受けた。
11月までに大隊は鳥取のすべての兵舎を接

収。英国女性部隊（First Aid Nursing 
Yeomanry）の売店もあった。（元連隊の庭園
で大きな遊技場となった。）
12月1日に第2王立ウェルチ歩兵隊から皇居

前近衛兵を引き継いだ。その後、インド第
429野戦部隊と王立ニュージーランド空軍の
派遣隊が東京の大隊に参加した。
12月11日、皇居前で大隊は米第27歩兵部隊

第1中隊との合同交代式に参加した。BCOF総
司令官の栄誉礼は、12月13日及び12月26日に
羽田空港と東京駅でも行われた。12月21日の
アメリカ赤十字の行進では、パイプバンドが
魅了した。



Ceremonial retreat at Tokyo 1946.8.6
A guard from the 5th Ghurka Rifles, assisted by the massed pipe bands of the 1st Punjab Regiment,
The Queen's Own Cameron Highlanders and the Royal Ghurka Rifles together with the Kumaon
Regimental Band, conducted a ceremonial retreat on the Plaza outside the entrance to Hirohito's 
palace. Major General Cowan, General Officer Commanding Brindiv, took the salute at the march 
past. Lieutenant General (Lt Gen) Robertson, Lt Gen Eichelberger, Mrs McArthur and son were 
among the many Allied spectators of this event. A recording which includes an explanation and 
description of the event has been secured for Military History Section and has already been 
forwarded to Australia by Lieutenant Freeman.



オーストラリア戦争博物館所蔵写真
TOKYO, JAPAN. 1947-01-06. THE 5/1 PUNJAB REGIMENT PRESENT 
ARMS TO THE RELIEVING 66TH INFANTRY BATTALION BEFORE 
THEY TAKE OVER GUARD DUTIES.



米軍と英印軍と日本軍


